
基 本 目 標〔４〕
子ども の 豊 か な 感 性 を
育 み 、誰 も が 生 き が い を
持 て るまち
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70 後 期 基 本 計 画

（１）子ども・子育て支援の推進

目指す姿

子どもの最善の利益の実現に向けて、家
庭、学校、職場、地域など社会全体で子育て
を応援し、住み慣れた地域で安心して子ども
を育てている。

現状と課題

社会構造の変容により、子どもや家庭を取り巻く環境が変化しており、令和５年度に実施した
子ども・子育て支援に関するニーズ調査において日常的に子どもを祖父母などの親族に預けら
れる人の割合は約４割であるものの、日ごろ子どもを預けられる親族や知人などがいないと答
えた人の割合は約１割となっています。また、国や県の平均と比べひとり親世帯の比率が高い
状況となっています。このような状況から、家庭における育児に対する不安や負担、孤立感を和
らげ、安心して子育てを行えるような支援が必要となっています。

また、子育てや教育にお金がかかりすぎると回答した人が約７割を占めており、現状のコロナ
禍以降の物価高騰が改善する見込みがないなか、子育て世帯の経済的負担の軽減が求められ
ていること、あわせて、近年著しく出生数が減少し少子化が進行していることや、保護者の就労
状況による幼児教育ニーズの減少などによる保育の需要の増加、就学後の放課後児童健全育
成事業の必要量の見込みなどを適切に判断し、保護者と子どもの双方にとって望ましい保育環
境を整備していくことが必要です。

今後も様々な要因によって困難を抱える子育て世代の実態を的確に捉え、子どもが健やかに
成長できるよう、ライフステージにあわせて保健・保育・教育・福祉などの各分野が連携し、子育
て世帯にとって子育て環境の満足度向上のために就労環境の改善や経済的支援、さらには、教
育保育環境、就学環境など、子どもを取り巻く子育て環境について総合的に整備、支援してい
く必要があります。

関連データ

関連するSDGs

子育て環境に対する満足度の推移

出典：子ども・子育て支援に関するニーズ調査

70

（１）౤ƞƷf౤ࡱƛ౫࣍の෮ු

目指す姿 関連する SDGs

౤どƷの௻๷のጦࢽのಲଵに୶けて、ऌ࿍、学஑、ධ

඘、地域などೂ会全体で౤ࡱてをࣤ࣍し、住みষれた地

域で安心して౤どƷをࡱてている。

現状と課題
ೂ会ஓ່のᇥ容により、౤どƷやऌ࿍を೘りবくৄ੩がᇥ化しており、፭ᎬĬ年ဗにಲ౮した౤ど

Ʒ・౤ࡱて支࣍に関するǶーǥ調査において႘ඛ的に౤どƷをຊᆙሀなどのැ໖にደけられる人のআ

合はዃīআであるƷのの、႘ごǂ౤どƷをደけられるැ໖やཐ人などがいないと答えた人のআ合はዃ

１আとなっています。また、ேやଡのᇓઍとᄾƮひとりැฌ໷のᄾ率が高いඡੳとなっています。こ

のようなඡੳから、ऌ࿍におけるࡱಋに໴する不安やᆟ担、ୁጵশをᎬらƇ、安心して౤ࡱてを行え

るような支࣍が必要となっています。

また、౤ࡱてや教ࡱにおઞがかかりすƃると回答した人がዃĮআを๒めており、ଵඡのǞȘǵखࡒ

வのᆾ価高၉がू๷する見௔みがないなか、౤ࡱてฌ໷の૪అ的ᆟ担の૴減が求められていること、

あわせて、近年ེしく出ภ数が減少し少౤化が進行していることや、ᇱ୦者の೰᎕ඡੳによるዲಋ教

ถಈ઄の必要ፘの見௔みなࡱの೫要のໃ加、೰学後のሐ課後ಋၔଌ全ࡱǶーǥの減少などによるᇱࡱ

どを࿪โにᄕཉし、ᇱ୦者と౤どƷのຖሑにとってሰましいᇱৄࡱ੩をธᅏしていくことが必要で

す。

ௗ後Ʒ様々な要ࢀによって困難をሎえる౤ࡱてฌ༉のಲ໺を的॰に捉え、౤どƷがଌやかにถྙで

きるよう、ライフスǱーǣにあわせてᇱଌ・ᇱࡱ・教ࡱ・福祉などの२分ኾが連携し、౤ࡱてฌ໷に

とって౤ࡱてৄ੩のተ足ဗ୶එのために೰᎕ৄ੩のू๷や૪అ的支࣍、さらには、教ࡱᇱৄࡱ੩、೰

学ৄ੩など、౤どƷを೘りবく౤ࡱてৄ੩について総合的にธᅏ、支࣍していく必要があります。

関連データ

出典：౤どƷ・౤ࡱて支࣍に関するǶーǥ調査
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ᆾ価高၉

፭Ꭼĩ年ဗ⿤፭ᎬĬ年ဗ

ǞȘǵख

౤ࡱてৄ੩に໴するተ足ဗの෮移
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主な事業

●妊娠から子育てまで切れ目のない一体的な支援
●教育・保育の需要の変化や少子化などに対応した望

ましい教育・保育環境の整備
●地域子育て支援事業の充実
●ひとり親世帯、多子世帯に対する支援
●特別な支援を要する子どもや子育て世帯に対する

支援
●子どもの居場所づくり、子育てボランティアの募集

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

子育てのしやすい環境
だと感じる人の割合

R5 R12

子育て家庭の満足度の向上を目指します。
未就学児の

保護者33.3％
小学生児童の
保護者49.7％

未就学児の
保護者70％

小学生児童の
保護者70％

こども誰でも通園制度
実施施設数

R6 R12 すべての子どもの育ちを応援し、子どもの
良質な生育環境の整備を目指します。０か所 ４か所

子育てアプリの
ユーザー登録数

R6 R12 妊娠前からの健康管理や電子母子手帳の
普及、子育て支援などについてより良い情
報の提供を行います。131人 500人

放課後等デイサービス
を行える事業所の確保

【1（4）再掲】

R6 R12 子どもの自立に必要な訓練や社会との交流
促進などを専門的に支援できる場の確保を
目指します。１か所 ２か所

協働の取組 行政の取組

市民
●社会構造の変容により、子どもや家庭を

取り巻く環境の変化の中であっても、近
隣住民で子どもたちの育成を支援する。

●子どもが社会生活の中で大人の振舞いを吸
収して日々成長していくことを改めて認識し、
常に子どもの模範となるよう行動する。

●家庭内における子育てに対する負担が特
定の性別に偏らないよう、保護者が協力
しながら子育てを行う。

地域活動等
●地域活動などを通じて、子どもの社会性や自

主性が養われるよう、健全育成に取り組む。
●地域において、子どもたちの成長を見守

り、健全育成に取り組む。
事業者
●子育て中の就業者が多様な勤務形態の

もと、仕事時間と生活時間のバランスが
とれた働き方を選択できるよう、職場環
境づくりを行う。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民や地域の団体が子育て家庭と触れ

あう機会を創出する。
●事業者が子育て家庭に向けた多様な職

場環境づくりを導入できるよう啓発する。
●市民や地域の団体が行う子どもへの支援

活動やサークル活動などについて情報共
有し、必要とする人へ支援が行き届くよう
周知を行う。

主体的に実施する取組
●子どもの最善の利益を第一に考え、関係

機関が連携し、市全体で教育・保育の機
会を確保する。

●子どもが安全な家庭環境において安心し
て暮らせるよう、こども家庭センター（解
説Ｐ.150）においてすべての妊産婦、子
育て世帯、子どもに対し、効果的で切れ
目のない一体的支援を実施する。

●子育て世帯が抱える不安感・負担感の軽
減や孤独感の解消を図るため地域子育
て支援拠点（解説Ｐ.151）を充実する。

●産前産後の悩みや不安の軽減を図るた
め、安心して子どもを産み育てやすい環
境を整備する。
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72 後 期 基 本 計 画

（２）熱海らしい特色ある教育の推進

目指す姿

幼児教育や学校教育において、熱海の子ど
もたちが5年後、10年後の社会情勢に対応し
て生きていくことができる力と熱海を愛する
心を育む教育を進め、国内外で活躍する人
材・熱海で活躍する人材が育っている。

現状と課題

少子化の進行が加速し、本市の出生数は平成27年（2015年）から令和６年（2024年）の９年
間で44％減少しました。このことにより、市内の小・中学校の児童生徒数の減少が進み、学校の
小規模化が進行しています。また幼稚園においても、保護者の就労状況の変化により入園の
ニーズが減少しており、良好な集団生活の維持が難しい状況となっています。小・中学校と幼稚
園ともに、一定規模の集団の中で様々な考えや意見を出し合いながら互いに学びあうことによ
り切磋琢磨していくことが必要です。子どもにとってより良い教育環境を提供していくために、
保護者のニーズや地域の実情を考慮しながら、本市における望ましい教育環境の整備について
検討していく必要があります。

また、幼稚園・保育園・認定こども園においては、小学校以降の子どもの発達を見通しながら
保育活動を展開し、幼児期に必要な資質・能力を育むことが大切です。身近な地域での様々な
体験活動を通し、熱海を愛する心を育むとともに、各園での育ちや学びが小学校の生活や学習
へ円滑に接続できるよう、学校との連携の充実を図り、幼児期の子どもたちの成長を支えてい
くことが重要です。

変化が激しく予測困難な時代において様々な課題に対応するためには、学校での学びの充
実を図り、主体的に学習に取り組む姿勢を育まなければなりません。そのためには、家庭とも
連携を図りながら児童生徒が学ぶことに興味や関心を持ち、自らが主体的に学習や生活を改善
していけるような取組を進めることが必要です。

全国的にも不登校の児童生徒は増加傾向にあり、本市でも同様の傾向があります。学校・家
庭・社会が不登校児童生徒に寄り添い理解しながら、児童生徒の自己肯定感を高めることが重
要です。また、不登校児童生徒に対しては、個々の状況に応じた支援を行うことが不可欠です。
福祉部門とも連携しながら児童生徒や保護者の意思を十分に尊重しつつ、必要な情報提供や
助言、学校以外の学びの場の確保など、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて社会的自立
を目指すことができるよう支援していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

出生数及び園児・児童・生徒数の推移

資料：学校教育課
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（ĩ）ႨॆƾƌŹၟනŷるੱࡱの෮ු

目指す姿 関連する SDGs

ዲಋ教ࡱや学஑教ࡱにおいて、熱海の౤どƷたちが 5

年後、10年後のೂ会ගฒに໴ࣤしてภきていくことがで

きる፛と熱海を愛する心をࡱƵ教ࡱを進め、ே内॒で活

዆する人ఔ・熱海で活዆する人ఔがࡱっている。

現状と課題
少౤化の進行が加໒し、本市の出ภ数はᇓถ 27年（2015年）から፭Ꭼĭ年（2024年）のİ年間で

44²減少しました。このことにより、市内の൚・中学஑のಋၔภည数の減少が進み、学஑の൚規模化

が進行しています。またዲབྷࣆにおいてƷ、ᇱ୦者の೰᎕ඡੳのᇥ化により入ࣆのǶーǥが減少して

おり、ፕ୻なആ団ภ活のࡥ持が難しいඡੳとなっています。൚・中学஑とዲབྷࣆとƷに、一定規模の

ആ団の中で様々な考えや意見を出し合いながらୗいに学びあうことによりโ᫜༚ቓしていくことが

必要です。౤どƷにとってよりፕい教ৄࡱ੩を࿓੝していくために、ᇱ୦者のǶーǥや地域のಲගを

考ፄしながら、本市におけるሰましい教ৄࡱ੩のธᅏについてଙ၀していく必要があります。

また、ዲབྷࣆ・ᇱࣆࡱ・Ⴁ定こどƷࣆにおいては、൚学஑ࡒவの౤どƷのᄇ༥を見ྫྷしながらᇱࡱ

活動を࿶्し、ዲಋ期に必要なಃಱ・Ⴗ፛をࡱƵことが大โです。ි近な地域での様々な体ଫ活動を

ྫྷし、熱海を愛する心をࡱƵととƷに、२ࣆでのࡱちや学びが൚学஑のภ活や学習へࣅঌにไ続でき

るよう、学஑との連携のഊಲを෨り、ዲಋ期の౤どƷたちのถྙを支えていくことがഓ要です。

ᇥ化が૽しくያ໐困難な時༉において様々な課題に໴ࣤするためには、学஑での学びのഊಲを෨

り、主体的に学習に೘りຎƵ姿ฒをࡱまなけれƥなりませǈ。ƒのためには、ऌ࿍とƷ連携を෨りな

がらಋၔภညが学ƫことに੹ታや関心を持ち、自らが主体的に学習やภ活をू๷していけるような೘

ຎを進めることが必要です。

全ே的にƷ不ဎ஑のಋၔภညはໃ加૓୶にあり、本市でƷ၍様の૓୶があります。学஑・ऌ࿍・ೂ

会が不ဎ஑ಋၔภညに৳り࿸いጫ解しながら、ಋၔภညの自ୂத定শを高めることがഓ要です。また、

不ဎ஑ಋၔภညに໴しては、଼々のඡੳにࣤƍた支࣍を行うことが不ईଁです。福祉ᆪ኷とƷ連携し

ながらಋၔภညやᇱ୦者の意౩をഋ分にໞഓしつつ、必要なගሇ࿓੝やൃସ、学஑॒ࡒの学びの඘の

॰ᇱなど、ಋၔภညが自らの進᎓を主体的に捉えてೂ会的自ጵを目指すことができるよう支࣍してい

く必要があります。

関連データ

出ภ数及びࣆಋ・ಋၔ・ภည数の෮移

ಃፍ：学஑教ࡱ課

（෗） （෗） （෗） （෗）
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主な事業

●地域や保護者の意見を取り入れた、望ましい教育環境の整備
●外国語でコミュニケーションを図る能力の育成に向け、英語体験学習やオンライン学習の導入
●適切な学習習慣が身に付けられるよう家庭と連携を図り、インターネット利用時間について

家庭内のルールづくりや家庭での学習時間を確保する取組の推進
●不登校児童生徒を十分に尊重した支援の充実と学校以外での学びの場の設置
●ICT（解説P.147）利活用や授業力向上、不登校支援など、教員の資質・能力向上のための研修の充実
●熱海市就学前教育カリキュラム（解説P.148）に基づく子どもの発達段階に応じた保育の実施

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

全国学力調査
全国平均科目割合

R6 R12 児童生徒の学力の定着及び向上を図り、
全国平均を上回ることを目指します。小学校0％

中学校50％
小学校100％
中学校100％

民間英語検定アセスメ
ントテスト（解説P.148）
においてCEFRのA1レ
ベル（解説P.147）相当
以上を達成した割合

R6 R12
外国語でコミュニケーションを図る資質・能
力の育成に向け、英語教育の定着を目指し
ます。75% 85%

授業外の自主勉強割合
R6 R12 １日当たり小学校１時間以上、中学校２時

間以上勉強している児童生徒の割合の向
上を目指します。

小学校47％
中学校27％

小学校75％
中学校80％

不登校の児童生徒数 R6 R12 個々の状況に応じた支援を行い不登校児
童生徒の減少を目指します。60人 30人

協働の取組 行政の取組

市民
●家庭において睡眠や食事など、基本的な

生活リズムを整え、子どもの健やかな発
育を支える。

●家庭における子どもとのかかわりの中で
子どもの興味・関心を高め、「学ぶことが
楽しい」と思えるように働きかける。

地域活動等
●どのような状況の子どもでも、温かく受

け入れて見守りながら、学校や家庭での
教育活動の推進に協力する。

●児童生徒が住む地域固有の歴史文化、
伝統に関する教育の推進に協力する。

事業者
●幼児期の発達や学びの連続性を踏まえ、

保育内容や指導方法を工夫する。
●職場体験などキャリア教育（解説P.149）

や、おもてなしに関連した体験の場を提
供する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●学校と家庭・保護者との連携を深め、家

庭における学びの充実を図る。
●地域内の企業、団体、学校などが連携・協

働し、子どもたちが安心して育つことがで
きる環境を構築する。

主体的に実施する取組
●学校や就学前施設の適正な規模や立地

などを検討し、保護者や地域の実情を考
慮した望ましい教育環境を構築する。

●幼児期の教育と小学校教育の接続を充
実させ、子どもたちが安心して新しい環
境に適応しやすい取組を進める。

●特別な支援を必要とする子どもに対し、
庁内各部署と連携し、相談体制や支援の
充実を図る。

●全国学力・学習状況調査の分析と改善を
行い、教職員の指導力の向上と児童生
徒の学力の定着・向上を図る。
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（３）文化の振興

目指す姿

「文化力」が地域社会を活性化させるととも
に、地域文化が確実に次世代に継承され、市
民と行政の協働による文化振興が行われるこ
とにより、熱海への郷土愛が醸成されている。

現状と課題

本市は古くは平安時代に伊豆最古の文学作品となる『走湯百首』が伊
豆山に奉納されるなど、多くの歴史や文化を有する温泉地です。政財界
の要人や文豪が滞在した起雲閣や国の重要文化財である旧日向家熱海
別邸などの近代別荘建築や、江戸城石垣の採石場である石丁場跡など多くの歴史・文化遺産が
存在し、国に指定・登録された文化財とともに市が保有する文化施設も増加しています。

文化の振興のためには、発展の基礎となる文化財を後世に向けて確実に維持する「保存」と
その価値を踏まえ適切に現代社会に生かす「活用」を進めるとともに、地域の特性に応じた文化
芸術に関する施策を推進する必要があります。

一方で各地区の神社で保存される鹿島踊などの無形民俗文化財保存会の会員については、
少子高齢化の進行によって平成26年度の245人が令和６年度には219人に減少し、継承に不
安があるとともに、地域の貴重な文化財は、把握しきれずに失われていく可能性に直面してい
ます。また、文化事業の関係者や参加者、文化施設の利用者には高齢者が多く、若者の継承者
は減少しており、その持続可能性には大きな課題があります。

今後、調査・把握された歴史資料などの保存・活用方法にも課題があり、その保存・活用施設
の整備が求められています。

地域の文化を確実に未来へ伝えていくためには、文化資源の発掘と維持に努めながらその
成果を活用することによって地域社会に還元し、文化への関心を高め、市民協働による文化振
興と多世代・多文化間の交流を促進していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

72

（Ī）ᇌँのව੹

目指す姿 関連する SDGs

「ᇌ化፛」が地域ೂ会を活ต化させるととƷに、地域

ᇌ化が॰ಲに次ฌ༉に૫ൡされ、市民と行政の੤။によ

るᇌ化ව੹が行われることにより、熱海への੻ဘ愛がඦ

ถされている。

現状と課題

本市はଽくはᇓ安時༉にࡓ၂௻ଽのᇌ学ఢᆀとなる�ຼူᅪೣ�がࡓ၂౅にለႶされるなど、多く

の፾ౝやᇌ化をዛするࣽ๜地です。政ఖैの要人やᇌுが໾ఓした਍ࢦॷやேのഓ要ᇌ化ఖである੊

႘୶ऌ熱海ᇠ࿟などの近༉ᇠືଔཝや、ஔ୅඗ุॢのంุ඘であるุོ඘฿など多くの፾ౝ・ᇌ化࡬

ౌが存ఓし、ேに指定・ဎᎩされたᇌ化ఖととƷに市がᇱዛするᇌ化౮็Ʒໃ加しています。

ᇌ化のව੹のためには、ᄇ࿶の基ຉとなるᇌ化ఖを後ฌに୶けて॰ಲにࡥ持する「ᇱ存」とƒの価

値を၃まえ࿪โにଵ༉ೂ会にภかす「活ዿ」を進めるととƷに、地域のၟตにࣤƍたᇌ化૷ടに関す

る౮策を෮進する必要があります。

一ሑで२地તの්ೂでᇱ存されるಟဥጇなどのኅ૛民໓ᇌ化ఖᇱ存会の会ࡿについては、少౤高齢

化の進行によってᇓถ 26 年ဗの 245 人が፭Ꭼĭ年ဗには 219 人に減少し、૫ൡに不安があるととƷ

に、地域の਌ഓなᇌ化ఖは、Ⴞ࠶しきれƏにಪわれていくईႷตに直ኜしています。また、ᇌ化ಈ઄

の関૒者や参加者、ᇌ化౮็のጦዿ者には高齢者が多く、೓者の૫ൡ者は減少しており、ƒの持続ई

Ⴗตには大きな課題があります。

ௗ後、調査・Ⴞ࠶された፾ౝಃፍなどのᇱ存・活ዿሑሓにƷ課題があり、ƒのᇱ存・活ዿ౮็のธ

ᅏが求められています。

地域のᇌ化を॰ಲにቴ来へ࿿えていくためには、ᇌ化ಃଳのᄇ઻とࡥ持にဖめながらƒのถ果を活

ዿすることによって地域ೂ会に৔ଭし、ᇌ化への関心を高め、市民੤။によるᇌ化ව੹と多ฌ༉・多

ᇌ化間の交流を້進していく必要があります。

関連データ

指定・ဎᎩᇌ化ఖଉ数の෮移

207

205

187

167

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200 220

፭ᎬĬ年

፭Ꭼଭ年

ᇓถ21年

ᇓถ11年

ዛ:ଔ່ᆾ ዛ:ॊ画 ዛ:྆௅

ዛ:୿૷ᆀ ዛ:ി฿ゆଽᇌി・典ฺ ዛ:ƒの໢

ኅ૛ᇌ化ఖ ਋Ⴊᆾ ቖໆᇌ化ఖ (

(件)

ಃፍ：ภक़学習課

指定・登録文化財件数の推移

資料：生涯学習課
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主な事業

●文化資源の調査、新規の文化財の指定、歴史・文化に関する講座、体験学習の実施
●史跡江戸城石垣石丁場跡の保存活用体制の検討、整備基本計画の策定
●名誉市民杉本苑子先生の遺志を踏まえた（仮称）熱海文学館の開設
●市有文化施設の適切な管理運営と利用者の満足度を高める整備、活用事

業の実施
●市民文化祭などの市民の自立的な芸術文化活動への支援
●文化財保存活用地域計画の策定

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明

文化保存団体の
会員数

R6 R12 無形文化財保存団体の数（会員数）を把握
し、継続的な活動支援により保存団体の維
持を目指します。219人 200人

国・県・市指定、
登録等文化財総数

R6 R12 文化資源の調査により重要な資料を令和12
年度までに５件の指定・登録を目指します。207件 212件

文化財保存活用地域
計画の策定

R6 R12 文化財保護法第183条の３に位置づけられ
た文化財の保存と活用に関する総合的な
法定計画を策定することで、地域の特性を
生かした地域振興を図るとともに、確実な
文化財の継承につなげます。

― 策定完了

協働の取組 行政の取組

市民
●地域に伝わる文化資源は先人が守ってきた宝で

あり、未来へ伝えるべきものという意識を持つ。
●文化・文化財が過去から未来へ伝える「共有

財産」であることを理解し、その保存につい
て関心を持つ。

●地域文化を継承する主役として、地域の文
化・芸術活動へ参加し、次世代へつなげる。

地域活動等
●地域文化の継承のため、地域資源の積極的

な保存・活用と、青少年や就労世代へ地域
の文化活動への積極的な参加を促す。

●市民や児童生徒の郷土愛を育み、文化を伝
承するため、地域の歴史文化や昔遊びなどに
詳しい人材や記録・文献の継承に取り組む。

事業者・文化団体
●次世代への継承のため、地域や青少年との

交流を深める。
●地域文化の継承者としての主体性を持ち、地

域コミュニティなどにも積極的に協力を求める。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●青少年や就労世代が地域の文化・文化

財に親しむ機会を確保するとともに、文
化施設でのボランティアガイドなどの
育成を支援する。

●文化財の管理者、保存団体、文化団
体、地域コミュニティによる文化活動の
充実や支援を行う。

●失われていく文化財的価値を有するもの
を調査し、保存・活用のための支援を行う。

●地域公民館やコミュニティ施設、文化
施設などを文化芸術活動の展示・発表
の場として活用し、各種文化に触れる
機会と環境の整備を支援する。

主体的に実施する取組
●若者や外国人観光客などへ文化施設

や温泉などの歴史的背景も含めプッ
シュ型の情報発信をし、本市に訪れる
目的としての価値を高める。

●文化への市民の理解と関心を高めるた
め、効果的な講座を開催する。

●青少年の文化芸術活動への参加の促
進を図る。

●歴史資料・文化施設の適切な保存・管
理、活用のあり方を検討する。

●文化財の保存・活用に関して本市が目
指す将来的なビジョンや具体的な事業
などの実施計画である「文化財保存活
用地域計画」を策定する。
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（４）生涯学習の充実

目指す姿

誰もが生涯にわたり学ぶことができ、学ん
だ成果を他者と連携・協働しながら地域のた
めに活用し、各世代間の交流やつながりが促
進されることにより、いきいきと学び、活動で
きる循環が形成されている。

現状と課題

生涯学習による自己肯定や自己実現などの個人の成長に加え、社会参加や地域とのつなが
りを通して一人ひとりが持てる能力を周囲に還元することで、社会全体の幸福度が高まるとさ
れています。

本市の市民大学講座では、市民が主体となった市民大学運営委員によって企画や運営が実
施されており、豊富な題材による講座が開催されています。また各地域では、長期休暇中の小
学生の学習支援や体験活動が地域の担い手により実施されており、多年代の交流の場ともなっ
ています。

知識や経験の豊富な地域人材の活躍の場として生涯学習メニューを提供する人材バンク（解
説P.150）の登録者は一定数ありますが、活動の場が広がらず、制度の活用方法が課題となっ
ています。

市民大学講座や市民教室の参加者には移住者も多くみられ、熱海を知り、人と出会う機会と
なっており、さらなる発展として、学びの成果が活用されて次の活動へとつながる取組が重要
となっています。

図書館は、あらゆる世代の人々に親しまれている公共施設であるとともに、豊かな知識と情
報に出会える学習の場ともなっています。資料貸出利用者の半数は60歳以上となっています
が、立地及び交通が不便なため来館が困難な人がいます。また、小学生高学年から中学生にか
けて貸出冊数の減少傾向がみられ、学校や家庭での読書をする時間を増やす取組が求められ
ています。場所や時間にとらわれずに利用できる電子図書館での書籍の拡充や歴史・郷土資料
のデジタル化を推進するとともに、来館者の「知りたい」を支え、情報と情報、情報と人、人と人
をつなぐ効果も必要となっています。

郷土資料の展示紹介など本市の歴史も学ぶことができる生涯学習センターとして、訪れる人
が交流できる機能をあわせ持つ新たな図書館の設置について検討していく必要があります。

関連データ

関連するSDGs

資料：生涯学習課 資料：図書館

76

（ī）ภक़ॺ೺のഊಲ

目指す姿 関連する SDGs

༱Ʒがภक़にわたり学ƫことができ、学ǈだถ果を໢

者と連携・੤။しながら地域のために活ዿし、२ฌ༉間

の交流やつながりが້進されることにより、いきいきと

学び、活動できるഩৄが૛ถされている。

現状と課題

ภक़学習による自ୂத定や自ୂಲଵなどの଼人のถྙに加え、ೂ会参加や地域とのつながりをྫྷし

て一人ひとりが持てるႷ፛を೮ࡗに৔ଭすることで、ೂ会全体のஂ福ဗが高まるとされています。

本市の市民大学஬௶では、市民が主体となった市民大学ࡿ࡙ࢪࢥによって৫画やࢪࢥがಲ౮されて

おり、豊ᆏな題ఔによる஬௶が्௹されています。また२地域では、ྙ期਷ए中の൚学ภの学習支࣍

や体ଫ活動が地域の担い手によりಲ౮されており、多年༉の交流の඘とƷなっています。

ཐ識や૪ଫの豊ᆏな地域人ఔの活዆の඘としてภक़学習ȌǶȐーを࿓੝する人ఔǻȞǚ（解๊ P.»

»）のဎᎩ者は一定数ありますが、活動の඘がஃがらƏ、ฑဗの活ዿሑሓが課題となっています。

市民大学஬௶や市民教ಬの参加者には移住者Ʒ多くみられ、熱海をཐり、人と出会う৿会となって

おり、さらなるᄇ࿶として、学びのถ果が活ዿされて次の活動へとつながる೘ຎがഓ要となっていま

す。

෨ി৛は、あらƻるฌ༉の人々にැしまれている୰੢౮็であるととƷに、豊かなཐ識とගሇに出

会える学習の඘とƷなっています。ಃፍ༃出ጦዿ者のᄖ数は 60 එとなっていますが、ጵ地及びࡒఄ

交ྫྷが不ᇬなため来৛が困難な人がいます。また、൚学ภ高学年から中学ภにかけて༃出ఱ数の減少

૓୶がみられ、学஑やऌ࿍でのၥിをする時間をໃやす೘ຎが求められています。඘സや時間にとら

われƏにጦዿできるဃ౤෨ി৛でのിฺの४ഊや፾ౝ・੻ဘಃፍのデǣタル化を෮進するととƷに、

来৛者の「ཐりたい」を支え、ගሇとගሇ、ගሇと人、人と人をつなƅ効果Ʒ必要となっています。

੻ဘಃፍの࿶ಘൾऴなど本市の፾ౝƷ学ƫことができるภक़学習ǦȞターとして、ሞれる人が交流

できる৿Ⴗをあわせ持つශたな෨ി৛の็མについてଙ၀していく必要があります。

関連データ

              ಃፍ：ภक़学習課                  ಃፍ：෨ി৛
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人材バンク登録者数 令和６年度に図書館本館で図書の貸出を
利用した実人数（年齢別）（総数1,841人）
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主な事業

●ホームページ及びSNS（解説P.148）を活用した生涯学習活動の情報発信
●学びのきっかけ、人とのつながりとなる市民大学講座・市民教室の開催
●公民館寺子屋など地域学校協働活動として地域との連携による開催
●教育支援、体験活動ボランティアの人材発掘及び活用促進（生涯学習人材バンクの発展）
●ブックバスの巡回スケジュールの適宜見直し、学

校や地域にはSNSや広報誌を活用し、電子図書
館の利用周知

●昭和期の郷土新聞や古写真、古絵図などのデジ
タル保存及びアーカイブ構築

●来館に繋がる図書館イベントの開催、特集や企画
展示による読書活動の支援

●新図書館構想の策定

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
市民大学講座・市民教
室の受講により新たな
仲間ができた人の割合

R6 R12 生涯学習による知識、技能、経験を通じた
仲間づくりができることで学習の継続、社
会参加への発展を目指します。― 30%

生涯学習人材バンクの
利用状況

（延べ利用件数）

R6 R12 人材発掘と制度の周知を強化することによ
り登録者の活躍の場の拡充を目指します。― 30件

図書館でのイベント、
特集、企画展示の実施
回数

R6 R12 イベントや特集、企画展示を行い市民が図
書館に訪れる機会を増やし、利用者の増加
につなげます。26回 36回

協働の取組 行政の取組

市民
●自主的・自発的に学ぶことにより知的欲求

を充足し、自己実現・成長を目指す。
●他の市民との相互学習の経験や学んだ

成果を生かし、次世代への学びの循環を
図る。

地域活動等
●地域住民との連携により指導者や子ども

たちの育成に努め、社会参画につなげる。
●学校の総合学習や公民館寺子屋など、地

域学習の開催に協働で取り組む。
事業者
●デジタルサービスへのなじみが深まるよ

う、モバイルゲームやアプリを活用した操
作説明会や体験会を開催する。

●事業者や大学の専門知識、ノウハウを地
域づくりに生かす講座の開催に参画する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●誰もが主体的に満足して生涯活動ができ

る環境づくりに取り組む。
●より質の高い生涯学習メニューを構築す

るため、市民などのニーズの把握に努め、
活動を担う人材の発掘を支援する。

●地域と学校が一体的となって子どもの成
長を支える地 域 学 校 協 働 活 動（解 説
P.152）を推進する。

主体的に実施する取組
●誰もが気軽に人材バンクに登録すること

ができ、学校支援や地域活動へ参加しや
すい環境を整備する。

●学校や地域と連携したブックバス巡回や
電子図書館の利用促進。

●郷土資料のデジタル化を進め、保存と活
用を図る。

●誰もが気軽に立ち寄れる図書館となるよ
うな管理運営に取り組む。
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（５）スポーツの推進

目指す姿

市民一人ひとりが生涯にわたりスポーツに
親しむことができる豊かな生涯スポーツ社会
が実現している。

現状と課題

スポーツは、青少年の健全育成、明るく活力に満ちた地域社会の形成、健康の保持増進など、
市民生活に大きな役割を果たしています。幼児から高齢者まで各ライフステージに応じて、誰
でも気軽に参加できる機会や種目の普及に取り組むことが必要です。

令和６年度に行った市民アンケート調査では、「週1回以上スポーツをしている」と回答した人
は51％と市の前期基本計画の目標値（50%）を上回る結果となり、その取組の成果が表れてい
ます。さらに多くの人にスポーツに親しんでもらうためには、ス
ポーツ観戦などの「みる（人）」や指導者、ボランティアなどの「さ
さえる（人）」にも注目し、誰もがスポーツに関わり、スポーツの
価値を享受できる環境整備が必要です。また、スポーツを通じ
て市民に感動を与える地元選手への支援も必要です。

スポーツ施設は市民スポーツの拠点であり、各種スポーツイ
ベントの会場にもなることから、既存施設について計画的な改
修や整備・活用を図る必要があります。

関連データ

関連するSDGs

後期基本計画（ࡎ）

76

（Ĭ）ǤȈーǯの෮ු

目指す姿 関連する SDGs

市民一人ひとりがภक़にわたりスȈーǯにැしƵこと

ができる豊かなภक़スȈーǯೂ会がಲଵしている。

現状と課題

スȈーǯは、ฬ少年のଌ全ࡱถ、ነるく活፛にተちた地域ೂ会の૛ถ、ଌஅのᇱ持ໃ進など、市民

ภ活に大きなዂআを果たしています。ዲಋから高齢者まで२ライフスǱーǣにࣤƍて、༱でƷਂ૴に

参加できる৿会や種目のᆗ及に೘りຎƵことが必要です。

፭Ꭼĭ年ဗに行った市民アȞǜーǳ調査では、「ഃ 1 回ࡒඑスȈーǯをしている」と回答した人は

51²と市の๶期基本計画の目ᅮ値（50%）をඑ回る結果となり、ƒの೘ຎのถ果がᅳれています。さら

に多くの人にスȈーǯにැしǈでƷらうためには、スȈーǯ観戦などの「みる（人）」や指၏者、ȇラ

ȞǱǎアなどの「ささえる（人）」にƷ཯目し、༱ƷがスȈーǯに関わり、スȈーǯの価値をਜ਼೥でき

るৄ੩ธᅏが必要です。また、スȈーǯをྫྷƍて市民にশ動をይえる地ଭ๰手への支࣍Ʒ必要です。

スȈーǯ౮็は市民スȈーǯの੐࿾であり、२種スȈーǯイȄȞǳの会඘にƷなることから、既存

౮็について計画的なूೲやธᅏ・活ዿを෨る必要があります。

関連データ

出典：፭Ꭼĭ年ဗ第 35 回市民アȞǜーǳ結果ሇெി

市民の 1年間のࢥ動・スȈーǯのಲ౮ඡੳ

ຘೖ ��ਕ 9%
ु̓ʛ̔ೖ ��ਕ 7%
ु̑ʛ̒ೖ ���ਕ 15%
ु̏ʛ̐ೖ ���ਕ 20%
̐ुؔͶ̏յ ��ਕ 6%
͖݆̏Ͷ̏յ ��ਕ 6%
સ͚͢͵͏ ���ਕ 33%
ͨ͹ଠ ��ਕ 4%

49% 51%

市民の1年間の運動・スポーツの実施状況

出典：令和６年度第35回市民アンケート結果報告書

熱海市総合計画.indb   78 2026/05/13   13:35:35



79第5次熱海市総合計画

〔
１
〕人
と
人
と
が
つ
な
が
り
、健
康
で

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
ま
ち

〔
２
〕多
様
な
魅
力
を
生
か
し
た
活
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち

〔
３
〕地
域
の
特
性
に
応
じ
た
機
能
的

な
ま
ち

〔
４
〕子
ど
も
の
豊
か
な
感
性
を
育
み
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
持
て
る
ま
ち

〔
５
〕安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

過
ご
せ
る
ま
ち

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

主な事業

●各ライフステージに応じて、ｅスポーツ（解説P.147）やニュース
ポーツなど、誰もが楽しむことができるスポーツ教室の開催

●子どもたちが多様なスポーツを体験して自分に合ったスポーツ
を見つけられる、こどもスポーツ体験教室の開催

●地区体育祭の支援や市民駅伝の開催を通じた地域スポーツ活
動の振興

●研修会などへの積極的な参加によるスポーツ推進委員活動の
充実

●既存施設の適切な維持管理による有効活用の検討、施設予約
のオンライン化の検討

指標と目標値

指　標 現状値 目指す値 指標の説明
週に1回以上スポーツ
をしている市民の割合

R6 R12 多くの市民が運動習慣を身に付けることを
目指します。51% 60%

年に1回以上、「する・み
る・ささえる」のいずれ
かの形でスポーツに親
しんでいる市民の割合

R6 R12 多くの市民が「する・みる（現地観戦、テレビ、
インターネットなど）・ささえる」のいずれか
でスポーツに親しむことを目指します。― 90.2%

学校施設利用団体数
R6 R12 人口減少の中であっても、定期的な活動を

行う各スポーツ団体数の現状維持を目指し
ます。53団体 現状維持

協働の取組 行政の取組

市民
●余暇時間を有効に使い、体力や

年齢、目的にあわせたスポーツ
に親しむ。

●自らがスポーツを実践するととも
に、周囲の人への推奨や支援を
行う。

地域活動等
●スポーツ推進委員（解説P.151）

と連携し、地域に密着した活動
を推進する。

●町内会行事など、地域住民がス
ポーツに触れる機会を提供する。

事業者
●関連団体と連携し、市民のス

ポーツ活動を支援する。
●きっかけづくりとなる事業や魅力

的な教室・セミナーを開催する。
●既存施設の利便性向上を図る。
●パートナーシップなどを通じ、ス

ポーツ観戦の機会を提供する。

市民・地域活動等・事業者に対する支援
●市民が自らスポーツ活動に参加したくなるような

スポーツ実施機会を提供する。
●地域と協働し、地域スポーツ活動の推進を図るた

めの支援を行う。
●指導者の育成や技能向上を図る取組を実施する。
●スポーツ推進委員やスポーツ関連団体との協働

を深め、スポーツ推進体制の充実を図る。
●各種イベントや教室などのスポーツに関する情報

を一元化して発信する。
主体的に実施する取組
●関係部署との連携により、各ライフステージに応

じたスポーツ活動を支援する。
●研修会などの充実により、指導者の育成やスポー

ツ推進委員の資質向上を図る。
●スポーツ協会やスポーツ少年団など、地域のス

ポーツ活動を支える団体との連携を促進する。
●スポーツ施設の適切な保守管理に努めるととも

に、必要な維持補修を行い、利便性向上を図る。
●地元選手やチームの活躍についての情報発信を

行い、市民のスポーツに対する興味・関心度を高
める。

●スポーツ用具貸出の充実及び情報発信を行う。
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